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中山義敬氏は Chlamydomonas reinhardtii を用いて情報生物学的なアプローチで機械受容チャネルの候補を
探索し，大腸菌の機械受容チャネル MscS のホモログである MSCl，MSC3 を発見した。この MscS ホモロ
グが機械受容チャネルとして機能するかどうかを調べるために，発現ベクター pBI0b に MSCl，MSC3 を組
み込み，MscS をノックアウトした大腸菌に MSCl，MSC3 を発現させ，これらが機械受容チャネルとして働
いているかどうかをパッチクランプ法を用いて調べた。大腸菌はパッチクランプを行うには小さすぎるので
cephalexin による細胞分裂の阻害，lysozyme 処理による細胞壁の溶解を経て，巨大球形細胞にし，inside-out 
patch の状態で細胞膜を吸引することにより機械刺激を与えて，機械受容電流を計測した。







測された。この電流子は 2 種類のタイプが見られ，1 つはヒステリシスが見られるが陰イオン選択性がない






に発現し外部からの圧力を感知するのに使われているのに対して，MSCl と MSC3 は葉緑体と小胞体に存在
して細胞内で生じる力を感知していることを示す新しい知見である。






で初めて電気生理学的に証明した。さらに，真核生物の MscS ホモログが細胞内膜で機能し , 細胞内の変形
や力を感知しているという新しい考えを打ち出した。
よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
